
第１０回医療安全業務外部監査委員会監査報告 

 

１．開催日 ：令和３年１２月３日（金）１４：０１～１６：１２ 

２．会 場 ：大阪医科薬科大学 特別応接室（新講義実習棟４階） 

３．出席者 ：小林一朗委員長、家郷資大委員、田中和子委員、佐野浩一委員 

以下の出席者は、ZOOM により参加 

西 信一委員 

４．説明者 ：南 敏明（病院長）、勝間田敬弘（医療総合管理部部長）、 

上田英一郎（医療総合管理部副部長）、新田雅彦（医療安全推進室室長） 

５．事務局 ：藤岡（病院事務部）、落合（庶務課）、記伊、脇田（総務課） 

 

監査結果報告としては、以下のとおりである。 

 

今回は、関連部門に資料の提出を求め、本院の医療安全管理体制が確実に機能して

いるかどうかが監査された。 

管理者である病院長と医療総合管理部から、前回に委員会から意見として付された

事項の改善状況についての説明と医療安全推進室の活動状況についての詳細な説明

があり、その後質疑応答が行われ、総じて適正な方向で対応が施されているとの見解

が示された。 

本日の委員会において、医療法施行規則第１５条の４第２号ニの（２）により、次

の８点について開設者及び管理者に対して意見が表明された。 

①Thank you レポート（インシデントレポート）が順調に広がり続けており、間違

いを起こさない人間はいないとの前提に立った医療安全における報告する文化

が着実に醸成されていることがうかがえる。また、医師及び研修医からの報告数

も今年度は昨年度を上回るペースで増えていることから、これまでの取り組みの

成果が出ていると思われるので、今後も継続して強化に努めること。 

②医療安全に関する研修について、工夫した内容で積極的に行われているが、受講

率を上げることや理解度の確認を行うことにおいては、組織的なサポート体制を

充実させること。 

③医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受けるための窓

口が機能し始めているので、引き続き周知に努めること。 

④インフォームド・コンセント後の患者の反応や理解に関する記録を病院全体でさ

らに内容の向上を図りつつ継続すること。 

⑤医療の質の向上に資すると思われるクオリティマネージャーの活動では、種々の

取り組みが開始されているので、実績をあげるように努めること。 

⑥放射線診断レポートの未確認防止について対策が講じられているので、その成果

を次回の本委員会で報告すること。 

⑦様々な視点から質の高い医療安全活動が実践されているので、地域の医療従事者

への情報発信や啓発活動をとおして、大学病院として地域における医療安全の向

上に寄与すること。 

⑧第三者評価である病院機能評価受審の結果を踏まえた対応が進められており、そ

の後の状況について、次回の本委員会で報告すること。 

 

なお、次回は令和４年６月に開催する予定である。 


